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DuMA ニュースレター                                    ２０２５年９月１１日 

硫黄島で噴火発生 

 ９月１１日のニュースで小笠原諸島の硫黄島で噴火が発生したとの報告がありました。 

 

https://www.nhk.or.jp/shutoken/articles/101/027/27/ 

 

 小笠原諸島の硫黄島は、第二次世界大戦の激戦地として知られるだけでなく、日本でもっとも顕著な

地殻変動（隆起）を示す活火山として、このところ非常に注目されています。直径は約 8 km、面積約 23 

km²ほどの島です。その大きさですが、23 km²といってもピンときませんが、たとえば千代田区の２倍ほど

の大きさの島で、鹿児島の与論島より少し大きな島といったイメージになるかと思います。北海道の礼文

島よりは少し小さいと言えるかと思います。 

 実は硫黄島は世界で最も速く火山活動により地面が隆起している事が確認されている島で、この１０

年間で約１０メートル隆起した地点もあると報告されています。国土地理院によると、島の面積は隆起に

伴い年々拡大し、２０２２年１月撮影の写真では２０１５年に公開した従来の地図に比べて面積が約 1.3

倍にまで拡大したとされています。 

 

 １９世紀以降の硫黄島の主な噴火記録を以下にまとめてみます。 

1889年：大規模水蒸気爆発。多数の死者（約 30名）が発生。 

1935年：南部摺鉢山付近で噴火。 

1952年：西側海岸で水蒸気爆発。 

1968–1982年：数回の小規模噴火。 

2012年以降：噴気活動や小規模噴火が断続的に観測。 

2023–2025年：活発化し、火口や海岸での水蒸気爆発・噴煙観測が報告。 

 

 今回、DuMAニュースレターでこの噴火を取り上げたのは、これまで知られている硫黄島の噴火は主

に 水蒸気爆発（phreatic eruption） が多く、溶岩流出のような大規模噴火は確認されていなかったの

です。それが今回は、どうも 2022年の硫黄島の少し沖合で発生した噴火に続き、マグマそのものが激

しく噴出するマグマ噴火が発生した可能性が高いと考えられており、従来の活動から一歩進んだとも考

えられるのです。 

 硫黄島はフィリピン海プレートの東側の境界に位置しており、今後発生が危惧されている南海トラフ巨

大地震と同じプレート縁辺部での活動です。 

 昨年は日向灘沖の地震で、制度発足以来初めての「南海トラフ臨時情報」が発表され、大きな社会的

混乱が発生した事は記憶に新しいのではないでしょうか。 

 昔は「富士火山帯」といったような、「○○火山帯」という言葉（分類）が使われていましたが、 

1970年代以降、プレートテクトニクス理論が確立し、普及したため、火山分布は「火山帯」ではなく、プレ

ートの沈み込みやマントル活動に基づく火山フロントとして説明されるようになりました。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.nhk.or.jp/shutoken/articles/101/027/27/
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そのため「富士火山帯」は科学的メカニズムを反映していない区分だったため使われなくなったので

す。次の図は、最近の伊豆・小笠原諸島の火山活動をまとめたものです。 

 

  

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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東北地方海域の地下天気図® 

 今週は９月１１日時点の東北地方海域の M タイプ地下天気図をお示しします。 

青森県沖・北海道南東沖の日本海溝の地震活動静穏化（図で青い部分）が、継続している事がわかり

ます。この静穏化は先週号の北海道の地下天気図解析でも認められおり、確度の高い異常と考えてい

ます。 

宮城県沖や福島県沖の日本海溝東側（アウターライズ）での静穏化はほぼ解消しており、地震発生の

準備が整ったと考えられます。 
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